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博士論文審査報告書 
 
学生氏名：姚 遠（Yao Yuan） 
学籍番号：4006S319-6 
題名 Title：『現代中国における台頭する社会運動』 
Understanding the Rise of Social Movement in Contemporary China: 
A Study to Chinese Urban Conservation Movement (1998～) 
 
一、 概要 
本論文は、近代化の進む中国都市社会の中で破壊されていく伝統的な文物や史跡、建築
物に対する住民、環境保護団体、学者やジャーナリストなど知識人などが立ち上がり連携
しながら進めた歴史文化資産保護の運動に着目し、それを中国市民の政治参加――社会運
動、政治過程との連動関係から考察を進めたものである。文物、史跡、伝統的な街並みの
破壊は金もうけを優先するグループと権力のある部分の連携によって強引に進められ、こ
れに反対するグループの行動からは、土地や建物に対する権利意識の芽生え、地域や領域
を超えた横断的な連携といった市民・住民運動の広がりが見られ、体制内的な民主化につ
ながる運動として注目すべきであった。 
本書では、このような問題意識を踏まえながら、そうした運動を市民の権利意識の台頭
と政策決定過程への彼らの参加機会の増大という民主化につながるものと仮定し、南京と
北京の事例を詳細に調査し分析し、その結果、中国政治における「協商型治理」（negotiation 
governance）の可能性が拡大しているとの認識に達した。中国における政策決定過程論の
理論的研究としての成果である。 
 
論文構成 
 
第一章 序論 
第一節 研究の課題 
第二節 先行研究 
第三節 仮説、研究方法と分析枠組み 
 
第二章  保護運動の起源 
第一節 都市文化遺跡保護運動の政治学 
第二節 市場化時代の都市再建の政策的歪曲 
第三節 市民権利意識増大する断絶 
 
第四節 政治機会の形成 
 
第三章 保護運動の动员と組織 
第一節 参与者の联盟 
第二節 社会組織の機能 
第三節 関係ネットワークと動員 
 
第四章 保護運動の闘争戦略 
第一節 レパートリーと戦略 
第二節 内部作動アプローチ 
第三節 世論と監督のアプローチ 
第四節 上奏アプローチと提案アプローチ 
 
第五章 保護運動の結果 
第一節 保護運動の短期的成果 
第二節 保護運動とアジェンダセッティング 
第三節 保護運動の長期的成果  
 
第六章 結論 
 
二、 各章の説明 
第一章・序論では、市場化を通して近代化を進める中国の都市空間に、体制内的な住民
運動がおこり、それが都市の新しい政治空間を生み出すことになったという問題提起を行
っている。同時に、歴史的な文脈の中で現在の都市建設の政策決定プロセスを権威主義的
な体制下という制約の中に位置付け、西欧理論としての国家―社会関係モデルを応用しつ
つ、如何にして市民の側から政治空間を獲得し広げようとしているかを問題関心として提
示した。 
第二章では、まず城市公共政策の変遷を整理しながら、一九九〇年代後半に九年の大改
造が本格化し、その後熱心に（特に地方政府レベルで）取り組まれたこと、その背後に不
動産売買による膨大な収益獲得の問題があった。これに対して、住民らは公民権利意識が
芽生え始め、様々な政治機会を利用しながら、地域の様々な人々と連携しながら自らの意
思を政策決定過程に反映させる方法や経験を身につけるようになったことを実証している。 
第三章では、どのようにして住民運動が動員され、組織化されていったのかを考察して
いる。ここでの運動のテーマは、文化、建築、景観、財産権、社会、民俗などに関する領
域に限られており、基本的には非政治的課題であった。また参加者については、現場の当
事者、ボランティア活動家、学者、記者、何らかの民意代表者たちであった。彼らは NGO
などの独自の社会組織を形成したり、様々なネットワークを構築する。ときには国際組織
との連携なども行う。しかし運動を効果的に推進するカギはキーパーソンの存在にある。
彼らは主に、影響力のあるジャーナリスト、専門家、各界の権威ある人物などであった。 
第四章では、どのような形で住民たちの要求が政策決定に反映されるようになっていっ
たのかを、司法訴訟型アプローチ、内部調整型アプローチ、世論・監督活用型アプローチ、
上奏型アプローチ、提案型アプローチの５つのパターンに整理しそれぞれを独自のメカニ
ズムとして整理分析している。 
第五章では、保護運動の短期的成果および長期的成果を整理し、それらの考察を踏まえ
ながら、中国の穏健な住民運動が長期的に見れば中国の国家・社会関係の変革につながっ
ていく可能性を持っていること論じた。 
第六章の結論では、制度的な参加の枠組みとしての社会運動の可能性、国家―社会関係の
変容とそこにおけるキーパーソンになる新士紳（Neo-Gentry）の役割を高く評価し、その
上で新たな政治ガバナンスの可能性として「協商型治理」（Negotiation Governance）を提
起している。 
 
三、 評価と問題点 
 
文化遺産保護の問題は、中国が急速な経済成長を進め都市化、グローバル化が広がって
いく中で、政治社会の発展の重大な問題の一つとなっている。しかし、この問題を社会運
動の実証的な研究から考察するという試みは、従来の中国政治研究の中ではあまりなされ
てこなかった。本論文はこうした問題意識と視点からの本格的な研究となっている。 
まず、理論面でのオリジナリティーを指摘するならば、 
第 1 に、中国政治研究においてこれまで｢民主化｣論を中心に研究がなされてきたが、こ
こでは｢governance｣の視点から中国政治発展の動態を総合的に理解することを心がけてい
る。 
第 2 に、中国における国家―社会の構造を分析しながら、その特徴として国家―社会の
中間的な層としての｢新士紳｣のメカニズムが機能し、重要な役割を果たしていることを多
くの事例、データをもとに明らかにしていることである。日本における中国政治研究の中
でも新たな学術的な成果となるであろう。 
第 3 に、比較政治学の視角から言えば、社会運動と政策決定過程の相互連関性をマクロ
的およびミクロ的に具体的な分析を通して解明していることである。 
第４に、日本、欧米の政治学理論や経験を活用しながらも、それらを安直に取り込むこ
とではなく、中国の現実の具体的な動きを豊富なデータの活用や現地調査によってしっか
りと把握し、それらを理論化する試みを通して説得力のある結論を導いていることである。 
問題点としては、定点観測としていくつかの事例研究をしっかり行ってはいるが、これ
らの事例研究から、中国の政治発展の特徴として｢協商的治理｣（Negotiation Governance）
に収斂させていくことにはやや飛躍があるのではないかといった意見も出された。 
 
四、 結論 
 
以上のような評価と問題点を踏まえ、彼の将来性などを含めて総合的に判断するならば、
これまでの中国政治研究ではあまり注目されてこなかった歴史文化資産保護の運動に着
目し、そうした運動を政策決定過程関連付け、深くその文脈を分析し、それを通して中国
の政策決定過程の新たな変容の構造を明らかにしてきたことは、きわめて新鮮で説得力の
ある学術的成果だと判断することができる。また方法論的には、欧米、日本におけるこれ
までの比較政治学の方法を十分に活用しながら、中国政治の重要な理論問題である政治参
加、政治過程、国家―社会関係などについて、独創的なアプローチを試みている。 
以上のようにその問題設定、分析アプローチ、実証的な考察のプロセス、結論などに
おいて博士学位論文の基準を十分に満たしている。論文審査委員会は博士学位に値する
と判断し、博士の学位授与を提案する。 
 
2010 年１2 月 20 日 
 
博士学位申請論文審査委員会 
